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「往来物」とは何か──その概念形成についての一
考察























































1　 日本で保存されている例は少数だが、正倉院で保管されてきた『杜家立成雑書要略』Dujia licheng 
zashu yaolüe 1994（『杜家立成雑書要略─注釈と研究』に収）及び八王寺につたわる抜粋（『高昌吉
凶書儀』Gaochang jixiong shuyi［『敦煌表状箋啓書儀輯校』Dunhuang biao zhuang jian qi shuyi jijiao 
1997、461 頁に掲載］）がある。また、立成の一部写しの木簡が宮城県の市川橋（Ichikawabashi）で出
土している。『古代日本文字のある風景─金印から正倉院文書まで』2002、54 頁、展示品 75 号（国

































12 世 紀 の『 和
い ず み お う ら い
泉 往 来 』 の 後 記（ 文 治 2 年 の 写 し ） に も そ の 名 称 が み え
4
、 学 名 の
『高




















往 来 』『 十
じゅうにがつ［じゅうにげつ］しょうそく











（国史大系、第 24 巻）、791 頁で引用される。山田英雄 Yamada Hideo 1968、34 頁及び丸山 Maruyama 
1996、152 頁（脚注 22）参照。『日本国見在書目録』Nihonkoku genzaisho mokuroku 1959（続群書類
従、第 30 巻に収）、38 頁、41 頁、43―44 頁にもその類の書名が収録。また、小松 Komatsu 1976、12
頁も参照。
2　 円珍の『開元寺求得経疏記等目録』Kaigenji gutoku kyōshoki tō mokuroku（平安遺文、第 9 巻）、
4475–77 号、3388―409 頁、3394 頁。山田英雄 Yamada Hideo 1968、31 頁及び丸山 Maruyama 1996、
132 頁参照。
3　 例えば三保忠夫 Miho Tadao／三保サト子 Miho Satoko 1997 の研究があるが、その他も枚挙にいとま
なし。Scharschmidt 1917／1918（独訳）も参照。
4　 『和泉往来』Izumi ōrai 1981a（貴重古典籍叢書、第 3 巻）；『和泉往来』1981b（京都大学国語国文資料
叢書、第 28 巻）；『和泉往来』1967（日本教科書大系、往来編、第 2 巻）、220―34 頁（ここでは実はワ
センオーライと読む、カセンという読みも可）。遠藤嘉基 Endō Yoshimoto（1960―63、1983）や植垣節
也 Uegaki Setsuya（1962ab、1965）、山田忠雄 Yamada Tadao（1981）などの研究がある。









い（『 東 山 往 来 』）
6
、 ま た は「 拾
こらいのじょうこうのしょうそくをひろいて、とうじちょうむのようすうにととのう
古 來 上 綱 消 息 備 當 時 廳 務 要 樞 」 と い い、
「 口
ようがくのしょうせいに
授 幼 學 之
さずけて［くじゅして］、もんぜきのこじつをわきまえんがためなり




























し ょ し ん の じ ど う
心之児童」も登山して、山寺が「戦場」に、「御
























ぞ ん ぜ ざ る も じ い ち い ち か き
存知文字一々書
6　 『東山往来』Tōzan ōrai 1959（続群書類従、第 13 巻［下］）、1071―126 頁 ; 『東山往来』1968（日本教科
書大系、往来編、第 1 巻）、367―422 頁。
7　 『十二月消息』Jūnigetsu shōsoku 1967（日本教科書大系、往来編、第 2 巻）、333 頁。
8　 『手習覺往来』Tenaraigaku ōrai 1967（日本教科書大系、往来編、第 2 巻）、259 頁。世尊寺行能
Sesonji Yukiyoshi などの人物が登場するので 13 世紀の書物と思われる。
9　 因に説話集の『長谷寺霊験記』Hasedera reigenki（1435 年）の最後の逸話によれば、高倉天皇（1168–
80 在位）の頃には摂津国住吉村（Sumiyoshi mura）の藤五（Tōgo）という者が「一人ノ男子ヲ持チ
幼少ノ程ニ俗書ナンド讀マセントテ」（hitori no danshi o mochi, yōshō no hodo ni zokusho nando 
yomasen tote）親によって和泉国の巻尾寺（Makiodera）におくられて、歳十六か十七になった時に漁
業の「跡ヲ續ガセント云ケレ共」（ato o tsugasen to iikeredomo）、息子が「宿善ニヤ」（shukuzen ni 
ya）、村の「在家」（zaike）に帰る気はなく、天台宗の「止観」（shikan）、即ち瞑想に専念し、僧名を
信誉（Shin’yo）として、「修学」（shūgaku）を聖忍房（Shōninbō）で続けたという話がある。『長谷寺
霊験記』Hasedera reigenki 1964（続群書類従、第 27 巻［下］）、274 頁以下。
10　 Maffeus 1586、p. 54（Johannes Georg Goetz の独訳）; Caspar Belga（?―?）および Cosmus Turrianus
（Cosmes de Torres, 1510―70）の 1548 年に Goa で書き留めた記録によれば（書簡 3 号）、日本人パウ
ロ Paulus（?―?）が故郷の教育について次のように語った。即ち「殿ばらは［……］セガレ達は七八
歳になれば、十七八歳まで寺院にいれておく。それは読み書きや、また聖なるものも覚え、家の輩を
養い、普遍の利益を治める各能力を身につけるためである」という。ザビエル Xavier も（7 号、pp. 
125ff、140）パウロとの出会いを報告し、さらに教育について「みやこの高等学校、五箇所のコレジオ
〈“Coia”（高野山 Kōyasan）、“Negru”（根来寺 Negoroji）など〉」をならべて、小さい学校は 200 ほど
あったという。メンドサ Ferdinand Mendoza（Fernando Mendez Pinto, ?―1583 か）の書簡（Malaca
にて、1554 年 12 月 5 日）はザビエル Xavier からの伝言として坂東のアカデミ（“Academia”）は
「パリよりも偉大である」と（21 号、p. 523）。この書簡集は 15 号（1552 年、p. 346）で僧侶の夥しい
人数を指摘し、老松堂（1376―1446）や申叔舟（1417―75）の紀行に共通している。
















よ う ち の と き は し の お お せ に し た が わ ず
稚之時者不隨二師ノ仰）、寺を出る（寺




























斯 道 則 庶 民
之













欲 知 消 息 筆 術 之 法」という。それを達成して、書法の神髄を覚えた人は
雀のように跳ねて喜んだり（精
そのしょをくわしくみるにじつにひつじゅつのうんおうをえたり、かんべんじゃくやく
見 斯 書 實 得 筆 術 之 蘊 奥 勸 抃 雀 躍）、魚のように川登し
たり（ 如
かつぎょのいずみにはしるがごとく
渇 魚 走 泉 ）、龍のように太陽の彼方へ天上したりする（ 恰
あたかもちつりゅうのようにむかうににたり













































12　 『釈氏往来』Shakushi ōrai 1967（日本教科書大系、往来編、第 2 巻）、216 頁。
13　 『百也往来』Hyakuya ōrai 1967（日本教科書大系、往来編、第 2 巻）、451 頁。
14　 『女用智恵鑑宝織』Joyō chie kagami takaraori 1994（往来物大系、第 94 巻）。
15　 『勇烈新田往来』Yūretsu Nitta ōrai 1996（稀覯往来物集成、第 7 巻）、77 頁。





































て ず か ら お う ら い つ き ひ か き て
づかラ往来月日書きて［……］御








































17　 田淵 Tabuchi 1997、85 頁。母利 Mori 1991、24 頁。
18　 『宇津保物語』Utsuho monogatari 1959、第 3 巻（日本古典文学大系、第 12 巻）、202 頁（「国譲」
“Kuniyuzuri” 中 chū）。
19　 『尺素往来』Sekiso ōrai 1967（日本教科書大系、往来編、第 2 巻）、483―514 頁。
20　 『新札往来』Shinsatsu ōrai 1967（日本教科書大系、往来編、第 2 巻）、462―82 頁。
21　 『雑筆往来』Zappitsu ōrai 1967（日本教科書大系、往来編、第 2 巻）、423―40 頁。蔵野 Kurano 1981／
1985 参照。早くも『倭漢朗詠集』Wakan rōeishū にも収まり、活字になった（「雑筆抄」“Zappitsushō”、
『慶長五年耶蘇会板倭漢朗詠集』Keichō gonen Yasokai han Wakan rōeishū 1964、47―56 頁）。『百也
往来』Hyakuya ōrai 1967（日本教科書大系、往来編、第 2 巻、441―51 頁）はこの体裁に近い。

























い ろ は う た
呂波歌』まで、現在において往来物に分類されている（『日本教科書大系』〔往来編〕の



















































ち ょ う づ け を か き 、そ の よ う の お も て に あ る を ヲ と し る し 、
付を可きその葉の表にあるをヲと志るし其
そ の よ う の う ら に あ る を ウ と し る し て す み や か に み や
葉の裏にあるをウと志るして春ミや可に見や
春












































25　 『書札調法記』Shosatsu chōhōki 1976（近世文学資料類従、参考文献編、第 5 巻）、5 頁以下。
26　 『文章指南調法記』Bunshō shinan chōhōki 2005（重宝記資料集成、第 7 巻、往来物 2）、165 頁以下
（巻四）。
27　 『文章指南調法記』2005、224 頁以下（巻五）。
28　 『新編事文類聚翰墨全書』Xinbian shiwen leiju hanmo quanshu を指すと思われる。『新編事文類聚翰
墨全書』Xinbian shiwen leiju hanmo quanshu 1995ab（四庫全書存目叢書、子部）、第 169 巻、第 170
巻、1―392 頁参照。
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